
写真図版 1

殿村遺跡（●印）と会田盆地北部の地形

●

同上（北東から）

●



殿村遺跡（中央）と虚空蔵山城跡（右上）

写真図版２

殿村遺跡から西方を望む（手前：会田宿、後方：五常地区）



写真図版 3

調査地の位置と周辺の地形（S ＝ 1/2500）



写真図版４

1 次調査　A 区全景（2 面・西から）

同上（2 面・上から）



写真図版５

A トレンチ　南壁東部の土層断面（4 ～ 3 面石積前空間埋立土・2 面造成土）

A トレンチ　北壁東部の土層断面（4 ～ 3 面石積前空間・石積 A・B 被覆土、2 面造成土）

B トレンチ　東壁南部の土層断面（2 ～ 4 面平場造成土・基盤造成土）

B トレンチ　東壁中部土層断面
（1 ～ 4 面平場造成土・基盤造成土・地山）

Y トレンチ　東壁の土層断面
（４面平場造成土・基盤造成土・５面遺構）



写真図版６

5 面　遺構検出状況
（A 区西壁下・南から） 

5 面　遺構検出状況（Y トレ・南から）

5 面　住 1（B トレ・東から） 5 面　住 1 土器出土状況（B トレ・東から） 

3・4 面　石積 B1 ～ B3 完掘状況（南から）

3・4 面　石積 A 完掘状況（西半・南から）



写真図版７

3・4面　石積 A①（南から） 3・4面　石積 A②（南から）

3・4面　石積 A③（南から） 3・4面　石積 A④（南から）

3・4面　石積 A⑤（南から） 3・4面　石積 A⑥（南から）

3・4面　石積 A⑦（南から） 3・4面　石積 A⑧（南から）



写真図版８

3・4面　石積 A⑨（南から） 3・4面　石積 A⑩（南から）

3・4面　石積 A裏込土（Qトレ・西から） 3・4面　石積 A基盤造成土内かわらけ・桃核出土状況

3面　石積 B2・B3 （西から） 4面石積 B1、3面造成土（SE3 トレ・北から）

3面　石積 B3裏込土（版築状・北から）
4面　基盤造成土内木製品出土状況・ピット検出状況

（K1トレ・南から） 



写真図版９

4 面　焼土 1202（南から） 

4 面　焼土 1203 炭化物層（東から） 3・4 面　石積前空間硯・木製品出土状況

3・4 面　石積前空間木製品出土状況 3・4 面　石積前空間木製品出土状況

4 面　石列 4（南から） 4 面　石列 4 裏込土（X トレ・西から）

4 面　北西部炉址群・石列 4 周辺（西から） 



写真図版 10

4 面　石列 8 （西から） 

4 面　土塁・石積 C（F トレ・西から） 4 面　土塁断面（SE2 トレ・西から）

2 面　全景（東から）



　写真図版 11

2 面　建 13（東から） 2 面　建 15（東から） 

2 面　礎石 554（建 13・北から）

2 面　礎石 750（建 15・南から）2 面　礎石 758 （建 15・南から）

2 面　礎石 773 （建 13・西から）

2 面　P429 柱材出土状況 （南東から）2 面　P1009（南から）



写真図版 12

2 面　焼土 368（東から）

2面　焼土 368 内耳鍋（ No.135）出土状況（南から）

2面　焼土 372（南から）

2面　溝 465（東から）2面　焼土 783（北から）

2面　焼土 365（東から）

2面　炉址群・1面石列 2（北西から） 2面　焼土 365・368（東から） 



写真図版 13

2 面　溝 509・511 （東から） 2 面　溝 777（北から）

2 面　溝 1346・1 面石列 3（北から）

1 面　全景（東から） 1 面　北西部完掘状況（北東から）

1 面　北東部完掘状況（南西から）

2 面　石列 6（東から）

1 面　P93 （ 南から）



1 面　P99（南東から） 1 面　P155（西から）

1 面　P156（東から） 1 面　P872 銅銭出土状況（南から）

1 面　P1011（柱列 10・南から）

写真図版 14

1 面　礎石 283（南から） 1 面　礎石 283 銅銭出土状況（西から）

1 面　建 7 ～ 9・溝 223・229（東から）



1 面　土 728 堆積状況（西から）

1 面　土 831 炭層検出状況（北西から） 1 面　土 831 北半（北西から）

1 面　土 873（南東から） 1 面　土 877（北から）

1 面　土 877 茶臼（No.1）出土状況（南東から） 1 面　焼土 824（東から）

　写真図版 15

1 面　建 1（南から）



写真図版 16

1 面　石列 1 西半完掘状況（南から）　

1 面　石列 1（東から）

1 面　石列 2（東から）

1 面　石列 3（西から）

1 面　石列 9（東から） 1 面　溝 182・183（北から）



E トレンチ　遺構検出状況（東から） E トレンチ　西壁土層断面（東から）

F トレンチ南　延長部（北西から） I トレンチ南　遺構検出状況（南東から） 

I トレンチ南　完掘状況（北から） I トレンチ北　西壁土層断面・遺構検出状況（南東から） 

I トレンチ北　西壁土層断面・遺構検出状況（北東から） J トレンチ　東壁土層断面（北西から）

写真図版 17



写真図版 18
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写真図版 19
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中国産陶磁器・瓦質土器・珠洲・常滑（S ＝ 1：2）



写真図版 21
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写真図版 22
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金属製品・鍛冶関係資料・ガラス製品（S=2：3）



写真図版 23

9 次調査　9E1 トレンチ全景（南から） 

同上中央（東から） 



東壁北側土層断面（西から） 竪 2147（北から）

青磁香炉（No.1）出土状況（北から） 土 2133（北から）

土 2138（南から） 土 2161（東から）

溝 2148（南から） 溝 2148 石出土状況（南西から）

写真図版 24



写真図版 25

9E1 トレンチ出土焼物・石製品・金属製品（焼物・金属 S=1：1、石 S=1：5、石鏃は 4：5）
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虚空蔵山・虚空蔵山城跡全景（南から）

峯ノ城

秋吉砦
オゲ水

岩屋社
唐鳥屋城跡

花川原峠
↓

風越峠
↓

十二原沢上流の平場群

中ノ陣城

写真図版 26

オゲ水と岩屋社参道入口の鳥居

岩屋社脇のモミ

岩屋社全景 （社殿と磨崖仏）



　写真図版 27

岩屋社正面と下段の岩壁・石積 1 平場 1 から

社殿内部舞殿

東の壁龕 1 ① 東の壁龕 ②



写真図版 28

社殿西脇の壁龕 岩屋社（南東下から） 平場 1 石積 2

磨崖仏（西から）

立像（地蔵） 岩 2（南東から）



　写真図版 29

岩 3（南東から） 岩３（西から）

岩 4（西から）

岩 6（南から）

山頂直下の輝石安山岩節理 山頂稜線上の輝石安山岩岩場（三角点付近）

秋吉砦最上部の岩 5

秋吉砦東のガレ沢



写真図版 30

5 次 5A1 トレ　3 面石積 B3（右）と石積 F（正面）

2 次 2A1 トレ　4 面土塁と土塁上の石積 C、土塁裾の石積 D（右）

7 次 7A1 トレ　土塁（左奥）と 3 面石積 I

6 次 6A1 トレ　4 面土坑と 1 面掘立柱建物址

4 次 4A1 トレ　4 面石積遺構（便所）と平場東縁の法面

3 次 3A1 トレ　2 面石列

5 次 5A1 トレ　3 面石積 B2・B3（左）と土塁



　写真図版 31

6 次 6D2 トレ　石積 G と平場 2 次 2C1 トレ　平場

8 次 8B1 トレ　土坑・ピット群と石積

7 次 7E1 トレ　平場と池



殿村遺跡 1 次調査　試掘調査 1 次調査　第 1 面の調査と測量記録

1 次調査　石積 A・B の調査 1 次調査　中川小学校児童見学

1 次調査　土層剥ぎ取り 1 次調査　石積 A の三次元測量

1 次調査　調査指導（小野正敏氏） 1 次調査　人力と重機による埋め戻し作業

虚空蔵山　岩屋社の三次元測量 9 次調査　集合写真

写真図版 32
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遺跡番号 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因
所収遺跡名 所在地 市町村

とのむらいせき

殿村遺跡

ながのけん

長野県
まつもとしあいだ

松本市会田
539 外

20202

1023
36 度
21 分

8 秒

137 度
59 分

3 秒

20090907 ～
20100129

20170718 ～
20171006

2027 ㎡
90 ㎡

保存目的の
範囲・内容
確認調査

虚
こくぞうさんじょうあと

空蔵山城跡

ながのけん

長野県
まつもとしなかがわ

松本市中川
1252 外

1016
36 度
21 分
36 秒

138 度
0 分

22 秒

20180927 ～
　　20190320 1400 ㎡

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

殿村遺跡
（第 1 次）

散布地
集落跡
社寺跡
城館跡

縄紋 なし 土器・石器

保存目的の
範囲・内容
確認調査

古代 住居址：1 土師器・黒色土器・須恵器・灰釉陶器

中世

ピット：689
柱穴列：23
掘立柱建物：16
礎石：26
礎石建物：5
土坑：137
焼土面・炉：31
溝状遺構：54
集石：2
石列：14
石積：6
土塁：1
通路状遺構：1
池状遺構：1
計：1007

焼物：土師質土器（皿・大型皿・擂鉢・内耳鍋）、
　　　炻器（須恵質擂鉢、珠洲系甕、常滑系壺・甕）、
　　　瓦質土器（擂鉢・風炉・火鉢）、
　　　無釉陶器（山茶碗）、
　　　古瀬戸・大窯系施釉陶器（天目茶碗・平碗・
　　丸碗・豆皿・縁釉小皿・折縁深皿・直縁大皿・
　　卸皿・合子・碗形鉢・擂鉢形小鉢・擂鉢・瓶子他）、
　　　舶載陶磁器（天目茶碗、青磁碗、白磁碗・瓶子）
石器・石製品：硯・砥石・茶臼・石臼・石鉢
木製品：漆椀・下駄・曲物・狭匕・斎串状木製品・
　　　短冊状板・刀形・部材・端材・削屑
金属製品：鉄製品（刀子・釘）、銅製品（銭・不明品）
鍛冶関係資料：羽口・坩堝・鉄滓
骨製品：不明品
自然遺物：貝・その他

殿村遺跡
（第 9 次）

散布地
集落跡
社寺跡
城館跡

縄紋 なし 石器

古代～近
世

竪穴状遺構：1
ピット：5
土坑：5
溝状遺構：2

古代：黒色土器・須恵器・灰釉陶器
焼物：土師質土器（皿・内耳鍋）、瓦質土器、古瀬
戸系施釉陶器（皿・盤・香炉他）、舶載陶磁器（青
磁香炉）
石器・石製品：石臼
金属製品：鉄釘・銅銭・キセル吸口他
鍛冶関係資料：鉄滓

虚空蔵山城跡
（岩屋社周辺）

社寺跡
城館跡

中・近世

岩屋（社殿）：1
磨崖仏：1
壁龕：2
平場：3
石積：2
石段 1

要約

　殿村遺跡は、調査事業の端緒となった 1 次調査と事業に係る中世を対象とした遺跡の範囲内容確認に係る 9 次調
査の成果を収録。遺跡の中央部、旧会田中学校校庭で実施した 1 次調査地点（1A 区）からは、造成による造成面 4
面を含む 5 面以上の遺構面が重層する平場跡が検出され、15 世紀前半～ 16 世紀に拡張が繰り返された状況が明ら
かになった。広大な平場上からは礎石建物跡や掘立柱建物跡、柱穴列、土坑、溜め井戸、炉址等が石列や築地塀、溝
で区画された空間内から検出されるとともに、石積を伴う巨大な池状遺構が築造されるなど特異な状況も窺えた。出
土遺物の主体を占める焼物の大半は土師質土器皿（カワラケ）が占め、瀬戸産陶器や青磁他貿易陶磁が一定量を占め
ることや舶載品を含む天目茶碗や茶壺、瓦質風炉、茶臼等の茶道具が伴う状況が見られた。他に硯の出土量が多い点
や池状遺構内から斎串とみられる串状の木製品が多量に出土した点等、遺構・遺物のあり方から判断して寺院等の宗
教施設に関わる遺構と推定される。
　中世の造成による平場は地割やその後の調査成果から広範囲に広がることが判明し、9 次調査ではその東限を確認
する目的で遺跡東部の民地内で実施した。その結果、調査地点では中世の遺構・遺物が見られるものの、切土・盛土
による平場の造成は認められなかったため、平場群の東限は調査地まで及ばないことが確実となった。　
　殿村遺跡はその背後に聳える独立峰虚空蔵山を核とする中世の地域的な宗教空間の一端を示す遺跡と推定される
が、その点を補強するため虚空蔵城跡中の巨岩・洞窟遺構である岩屋社周辺の測量調査を実施した。本遺構は山中に
展開する急峻な岩場の稜線や磐座祭祀を思わせる岩壁、谷部の湧水点やその周辺に築かれた平場等、城跡とは様相を
異にする遺構の一つとして捉えられ、現在でも神仏習合した信仰施設の姿を伝えている。磐座祭祀や修験に関わる山
籠窟等の行場に関わる遺構として中世以前に起源が遡る可能性が高く、測量により具体的構造が明らかになった。
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